
 マニュアル ウィーバー

Manual Weaver
規程・マニュアルの作成・公開を、誰もがスムーズに。



規程やマニュアルなどの定型文書について
作成から活用までトータルにサポート。
持続可能な企業活動を推進します。
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属人化しがちだった「業務マニュアル」の作成も標準化。

作成・改訂 承認・管理・公開 閲覧＆活用

Manual Weaver
編集サーバー

コンテンツのXML化

Manual Weaver
検索閲覧サーバー

業務マニュアル
（HTML・PDF）

コールセンター出先で確認

窓口で説明 自宅で学習

規程集

過去に作られてきた
業務マニュアル
（Word）

コピー＆
ペースト

チームA長承認

チームA

管理者
公開確認・公開準備
（XMLをHTMLや
PDFに変換）

チームB長承認

チームB

スムーズに移行 容易に分業 効率的に管理 多彩に活用

XML

XML

XML XML XML XML HTML



一般に、業務要領や手続き、手順などを説明する「規程やマニュアル」は、
ページ数が多いうえ、法改正のたびに更新する必要があり、作成・管理に膨大な工数がかかります。
また、説明責任や立ち入り監査などに対して迅速な対応が求められるものの、
必要な情報にすぐ辿り着けるようまとめるのは困難でした。
Manual Weaverは、規程やマニュアルをはじめ、
文書の定型化や標準化を促し、作成・改訂、承認・管理・公開、閲覧・活用まで、一気通貫で実現します。
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Manual Weaver
定型文書の作成・管理を標準化し、「働き方改革」を支援

作成・改訂 承認・管理・公開 閲覧＆活用

Manual Weaver
編集サーバー

コンテンツのXML化

Manual Weaver
検索閲覧サーバー

業務マニュアル
（HTML・PDF）

コールセンター出先で確認

窓口で説明 自宅で学習

規程集

過去に作られてきた
業務マニュアル
（Word）

コピー＆
ペースト

チームA長承認

チームA

管理者
公開確認・公開準備
（XMLをHTMLや
PDFに変換）

チームB長承認
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スムーズに移行 容易に分業 効率的に管理 多彩に活用

XML

XML
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作成・改訂

XMLの特長を活かしたシステム
Manual Weaverは、文書をXML形式の構造化ドキュメントとして扱
えるようにするソフトウェアです。コンテンツを部品（編、章、節などの
階層要素や、注意書き、画像、表、箇条書きなどの文書要素）として認
識し、部品単位での管理・活用を可能にします。

部品の共有やテンプレート化が可能
階層要素や文書要素などを「共有部品」として登録でき、複数箇所か
ら流用可能。登録した元部品を修正すれば参照先も自動で修正され、
修正漏れを抑止できます。また、部品はテンプレートとして登録する
ことも可能です。テンプレートはボタン操作で簡単に挿入できます。

Word文書からXML文書への変換がスムーズ
Microsoft Wordで仕上げた規程やマニュアルから、テキスト、表、画
像などの構成要素を取り出し、XML文書にスムーズに変換できます。
Word文書から貼り付けたデータに対して、段落ごとに「箇条書き」「見
出し」「囲み枠」といった構造を後から付与。過去の資産を活かしなが
ら、構造化文書ならではの「部品単位での管理や活用」を可能にしま
す。

Wordなどの文書アプリは… Manual Weaverなら…

情報の所在が分散しがち ▶ 最新の承認済データを一元的に集約し公開

必要な情報をすぐ探せない ▶ 部品単位でのリンク参照が冊子横断で可能

二次利用、活用に制約がある ▶ Web公開、PDF印刷のほか活用が多彩

編集に多大な工数がかかる ▶ スタイルや項番をシステムが自動付与

レイアウトの統一がはかれない ▶ 本文の全スタイルを自動的に統一

語句の修正にも手間がかかる ▶ 特定語句は冊子横断で一括置換

操作履歴が残らない ▶ 各ユーザーの編集履歴の記録も可能

文書の共同編集や再活用を促進
文書を編や章といった部品単位で扱えることから、1つの文書を複数
の部署や作業者で担当を振り分け、同時に編集することも可能です。
検索や修正も部品ごとに行え、度重なる改訂にもスムーズに対応でき
ます。

チームAで修正

チームBで修正

ブロックA

ブロックB

同時に
ブロックごとに
分業作業

Aマニュアル

Bマニュアル Cマニュアル Dマニュアル

共有部品修正

種類の異なるマニュアルの
共有部品箇所を自動修正

移行対象ファイル
（Word）

WebエディターでManual Weaverへ貼付け（登録）

Manual Weaver
XML文書
として登録

Manual Weaver文書
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承認・管理・公開

改訂管理も部品単位で一元化
章、節などの部品単位でデータおよび改訂情
報を一元化できるほか、さまざまな管理機能
を提供します。

スピーディーに公開
前回変換したコンテンツと今回修正したコン
テンツの差異を抽出し、その部分だけHTML 
やPDFに変換する「差分変換機能」を搭載。
すべてのデータを対象にWeb変換するよ
りも処理にかかる時間を短縮でき、スピー
ディーな公開を促します。

承認依頼をメール通知
依頼者から承認者へ承認依頼のメールを通知できる機能を用意しま
した。メールには該当編集単位へ直接アクセスできるURLを付けるこ
ともできます。

承認者

承認作業

依頼者

承認
依頼

WEBクライアント

メール
WEBクライアント
の該当編集
単位箇所のURL

新旧の差分表示が可能
新版と旧版における違いなど、比較したいバージョンを複数選択し
て、変更点を確認できます。比較した内容はダウンロードしてWord
で確認することも可能です。

差分表示させたい
バージョン同士を選択

本文イメージでの内容差分
表示が可能

修正対象

XML
データ

修正
差分変換
（HTML・PDF） 修正済

新しいWebデータ
（HTML・PDF）

データのマージ

前回
Webデータ
（HTML・PDF）

公開

❶ 編集排他制御
❷ 改訂・承認アクセス権設定
❸ 承認設定・管理
❹ 非公開・公開の設定
❺ 履歴・過去バージョン管理
❻ リリース版の管理
❼ バージョン間差分比較～表示
❽ 編、章、節、などの階層単位の追加

過去バージョンの一覧が表示され、
過去バージョンを選択すると
改訂理由も表示過去バージョンを

見たい編集単位を選択
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公開・活用

必要な情報にすばやくアクセス
各種見出しが自動生成されるほか、業務フローに沿ったナビゲー
ションや、アドレス帳のような「五十音順索引」など多彩な検索機能を
使うことによって、利用者は必要な情報にすばやくアクセスできます。

モバイル端末での活用が可能
Manual Weaverは、タブレット端末などからの閲覧や検索が可能で
す。時間や場所にとらわれない「働き方改革」の推進に貢献します。

❶ 各種規程・マニュアルなどトップページからの一元アクセス
❷ 全冊子の見出し単位へのアクセス
❸ 全冊子の見出し一覧・索引からのアクセス
　 （目次一覧・五十音索引・図目次など）
❹ 本文内から他箇所へのリンク即時参照
❺ 節、条など細かな部品単位での検索　
　 全冊子横断、冊子・編などの検索範囲の絞り込み

辞書登録機能で検索性がさらに向上
表記ゆれや日英表現、同義語など、特定の語句に対しあらかじめ複数
のキーワードを辞書に登録しておくことで、検索漏れを防ぐことがで
きます。

登録例
■表記ゆれ
  （送り仮名）「振込」「振り込み」
  （カタカナ表記）「マネーロンダリング」「マネーローンダリング」
■日英表現 
　「カード」「card」「CARD」「Card」
■同義語 
　「投信」「投資信託」

目次の表示をフロー型に変更可能
手順説明など任意の箇所の見出し目次を「フロー型」のレイアウトに
変更できます。改訂者が属性設定するだけで、表示レイアウトが自動
的に切り替わります。

通常の表示

指定したキーワードを
展開して検索

検索結果

タイトルのみを対象に検索
本文ではなく、タイトルの文字列のみを対象とした検索が可能。検索
結果のノイズを減らすことができます。

検索の設定

タイトルのみ

対象をタイトルに
絞って検索

Web利用時のフロー表示
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検索
・文書+目次一覧
・五十音順
・キーワード 帳票

ダウンロード

手続き確認

関連ファイル
参照

関係部分を
すばやく検索可能

手続きの確認を効率化し
必要な帳票をすばやく入手

提案例

課題
規程の改訂作業は順番の付与や変更に手間がかかり個人への負担が大きい。
また、相手先文書が変更になるとリンク切れの確認も難しく、現場への提供に時間がかかる。

課題
自分が直面しているシーンで適切な手続について確認したいが、
所管部門や管理されているシステムがバラバラで、すぐに探し出したり参照することができない。

解決
Manual Weaver なら、文書内の章や節、図表など部品単位
で担当を分けて編集可能。また、項番の付与・変更、リンク切
れのチェックや置換なども自動化でき、改訂作業をすばやく
行える。

解決
Manual Weaver なら、目次一覧・五十音索引や辞書登録し
たキーワード検索を使い分けることで、関係部分をすばやく
検索可能。また、関連ファイルの参照やダウンロードもでき、
手続きの確認や必要な帳票をすばやく入手できる。

効果
■ Web ブラウザーを使った共同編集が可能
■ 部品単位で修正できレイアウトも自動化
■ 変更履歴などを保存し、版管理が可能
■ 新旧差分表示で変更履歴確認が可能
■ 閲覧用データの一括変換や閲覧用サーバーへの
　 公開スケジュールの設定が可能

効果
■ 社内・社外からPC・モバイル端末を使った閲覧が可能
■ 手続き間のリンクや他システムからの手続き参照が可能
■ 表示を目次フローに切り替えて手順確認が可能
■ 常に最新情報でデータ公開されているため間違いがない

規程改訂の手間を軽減し、現場にすばやく展開

検索機能や登録機能を活用し、対応を迅速化

規程改訂 公開

部品単位で担当を
分けて編集

リンクチェックや
置換なども自動化

改訂作業・
公開時間の短縮
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※記載内容及び商品の仕様、外観等は改良のため、予告なく変更する場合があります。 また、商品の色調はフィルム、印刷インクの性質上、実際の色とは異なってみえる場合がありますので、あらかじめご了承ください。● Microsoft、
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Manual Weaver の動作環境など
最新の情報については、当社の公式サイトをご覧ください。 fujifilm.com/fb/product/software/manu_wv/index.html

Manual Weaver 4.0 の動作環境
サーバー
項目 内容
対応OS＊1 Microsoft® Windows Server® 2012 R2 Standard 日本語版

Microsoft® Windows Server® 2016 Standard 日本語版
Microsoft® Windows Server® 2016 Standard 英語版＋日本語環境*2

Microsoft® Windows Server® 2016 Datacenter 日本語版
Microsoft® Windows Server® 2016 Datacenter 英語版＋日本語環境＊2

Microsoft® Windows Server® 2019 Standard 日本語環境
Microsoft® Windows Server® 2019 Standard 英語版＋日本語環境＊2

Microsoft® Windows Server® 2019 Datacenter 日本語環境
Microsoft® Windows Server® 2019 Datacenter 英語版＋日本語環境＊2

CPU＊3 次のどれかのCPUで3GHz以上
・Intel® Xeon®(EM64T)
・AMD Opteron™(AMD64)

ハードディスク容量 15 GB以上の空き容量
インストール時は、ハードディスク ドライブの種類＊3が512バイト ネ
イティブもしくはAdvanced Format (512E)で、NTFSフォーマットに限る。

メモリー容量 6GB以上
ネットワーク インターフェイス：Ethernet 1000BASE-T / 100BASE-TX
ディスプレイ 1024×768ドット以上の高解像度モニター
Webサービス Microsoft® Internet Information Services 8.5

Microsoft® Internet Information Services 10.0

必要なハードウェア DVD-ROMドライブが必要
必要なソフトウェア [閲覧検索サーバーオプションでDocuWorks 文書を検索対象にする場合]

次のいずれかのDocuWorks が必要です。
DocuWorks 9 日本語環境（バージョン 9.0.1以降＊4 ）＊5

DocuWorks 8 日本語版（ バージョン 8.0.6 以降）＊5

※Manual Weaver は単独で動作するソフトウェアです。＊1：ドメインコントローラーとして動作しているサー
バーにはインストールしないでください。＊2：日本語の言語パックが必要です。＊3：4 K ネイティブ（物理セク
ターおよび論理セクターが4096バイト）にはインストールできません。＊4：バージョン 9.0.3 / 9.0.4を除く。＊5：

「DocuWorks入れ物」（拡張子が「xct」のファイル）は、文書の変換や検索ができません。

Webクライアント
項目 内容
対応OS＊1 Microsoft® Windows® 8.1 Pro 日本語版

Microsoft® Windows® 8.1 Pro 英語版
Microsoft® Windows® 8.1 Pro 64ビット 日本語版
Microsoft® Windows® 8.1 Pro 64ビット 英語版
Microsoft® Windows® 8.1 Enterprise 日本語版
Microsoft® Windows® 8.1 Enterprise 英語版
Microsoft® Windows® 8.1 Enterprise 64ビット 日本語版
Microsoft® Windows® 8.1 Enterprise 64ビット 英語版
Microsoft® Windows® 10 Pro 日本語版
Microsoft® Windows® 10 Pro 英語版
Microsoft® Windows® 10 Pro 64ビット 日本語版
Microsoft® Windows® 10 Pro 64ビット 英語版
Microsoft® Windows® 10 Enterprise 日本語版
Microsoft® Windows® 10 Enterprise 英語版
Microsoft® Windows® 10 Enterprise 64ビット 日本語版
Microsoft® Windows® 10 Enterprise 64ビット 英語版
Microsoft® Windows® 10 Enterprise LTSB 2016 日本語版
Microsoft® Windows® 10 Enterprise LTSB 2016 英語版
Microsoft® Windows® 10 Enterprise LTSB 2016 64ビット 日本語版
Microsoft® Windows® 10 Enterprise LTSB 2016 64ビット 英語版

CPU Intel® Core™2 Duo 1GHz以上
ハードディスク容量 1 GB以上の空き容量

NTFSフォーマットに限る。
メモリー容量 2GB以上
ネットワーク インターフェイス：Ethernet 1000BASE-T / 100BASE-TX

ディスプレイ 1024×768ドット以上の高解像度モニター
Webブラウザー Windows® Internet Explorer® 11 日本語版 (デスクトップ用)＊2

Windows® Internet Explorer® 11 英語版 (デスクトップ用)＊2＊3

Microsoft Edge＊3

Google Chrome＊3＊4

※対応OS、Web ブラウザー、必要なソフトウェアは言語が一致する環境で使用可能です。たとえば、対応OS
が日本語版の場合はInternet Explorer® 日本語版、対応OS が英語版の場合はInternet Explorer® 英語版が必
要となります。＊1：Windows®のタッチパネル機能には対応していません。＊2：拡張保護モードおよびエンター
プライズモードを無効にする必要があります。＊3：「検索」および「閲覧」のみ利用可能です。＊4：バージョン：
88以降。

クライアント （モバイル）
項目 内容
対応OS iPadOS 13

iPadOS 14
ハードウェア 画素数が2048×1536以上のiPad
Webブラウザー Safari＊1

対応言語 日本語
英語

※モバイルの場合、「検索」および「閲覧」、のみ利用可能です。　＊1：対応OS とWeb ブラウザーは同じ言語で
使用してください。

本カタログは富士ゼロックスブランドの商品を含みます。
富士ゼロックスブランドの商品は、米国ゼロックス社からライセンスを受けている商品です。
商品提供者は富士フイルムビジネスイノベーション株式会社です。
Xerox、Xerox ロゴ、およびFuji Xerox ロゴは、米国ゼロックス社の登録商標または商標です。

FUJIFILM、およびFUJIFILM ロゴは、富士フイルム株式会社の登録商標または商標です。
Apeos、Manual Weaver 、DocuWorksは、富士フイルムビジネスイノベーション株式会社の登録商標または商標です。

〒107-0052 東京都港区赤坂9-7-3

お問い合わせは

0120-27-4100
受付時間：土、日、祝日および当社指定休業日を除く9時~12時、13時~17時。フリーダイヤルは、海外からはご利用いただけません。また、一部のIP電話
からはつながらない場合があります。※お話の内容を正確に把握するため、また後に対応状況を確認するため、通話を録音させていただくことがあります。


